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１
　
所
在
地
　
　
　
岡
山
市
吉
備
津

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九

一
年

（平
３
）
八
月
を

一
九
九
二
年

一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
岡
山
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
草
原
孝
典

。
河
田
健
司

５
　
遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

・
集
落
跡
ほ
か

６
　
遺
跡
の
時
代
　
縄
文
時
代
晩
期
を
近
世

７
　
遺
跡
及
び
木
筒
出
土
遺
構
の
概
要

吉
野
口
（鯉
山
小
）
遺
跡
は
、
岡
山
市
衛
地
の
西
方
約
六
血
、
吉
備
高
原
か
ら

南
流
す
る
足
守
川
の
形
成
し
た
沖
積
平
野
の
東
岸
中
央
や
や
南
寄
り
に
位
置
し

て
い
る
。
周
囲
に
は
大
小
の
古

墳
や
集
落
遺
跡
、
古
代
寺
院
等

が
密
集
し
て
お
り
、
こ
の
あ
た

り
が
、
吉
備
と
称
さ
れ
て
い
た

地
域
の
中
心
地
の

一
つ
で
あ

っ

た
こ
と
が
推
定
さ
れ
て
い
る
。

当
遺
跡
地
は

『
平
家
物
語
』

の
登
場
人
物
で
、
木
曽
義
仲
に

討
た
れ
た
平
家
方
の
武
将
妹
尾

（瀬
尾
）
太
郎
兼
康
の
菩
提
寺
と
し
て
建
立
さ
れ
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
る
道

勝
寺
の
跡
地
で
、
寺
の
廃
絶
し
た
明
治
以
降
は
小
学
校
の
敷
地
に
な
っ
て
い
る
。

今
回
の
発
掘
調
査
は
、
鯉
山
小
学
校
給
食
棟
新
築
に
伴
う
も
の
で
、
面
積
は

約
八
〇
〇
∬
で
あ
る
。

調
査
の
結
果
、
近
世
の
寺
院
跡

（上
。
下
層
二
面
）、
鎌
倉
時
代
、
奈
良
を
平

安
時
代
、
古
墳
時
代
、
弥
生
時
代
中
期
ｉ
後
期
、
縄
文
時
代
晩
期
の
七
面
も
の

遺
構
面
が
確
認
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
遺
物
の
出

土
量
も
多
く
、
整
理
用
コ
ン
テ
ナ
に
約
二
〇
〇
箱
出
上
し
て
い
る
。

今
回
報
告
す
る
木
筒
は
、
近
世
下
層
面
で
検
出
し
た
寺
域
を
囲
む
堀
で
あ

っ

た
と
推
定
し
て
い
る
幅
三
ｍ
ほ
ど
の
溝
の
底
付
近
か
ら
出
上
し
た
。
溝
か
ら
は

他
に
、
漆
塗
り
の
木
箱
片
や
、
陶
磁
器
、
瓦
、
凝
灰
岩

（豊
島
石
）
製
の
一
石
五

輪
塔
が
出
上
し
た
。
溝
の
縁
辺
に
は
、
積
み
石
を
し
、
七
〇
を
八
〇
枚
の
渡
来

銭
を
副
葬
し
た
座
棺
の
墓
が
三
基
並
ん
で
築
か
れ
て
お
り
、
溝
か
ら
出
上
し
た

一
石
五
輪
塔
や
木
簡
も
内
容
的
に
み
て
、
本
来
は
こ
れ
ら
の
墓
の
上
に
立
て
ら
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1991年出上の木簡

れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
近
世
下
層
面
の
時
期
は
、
陶
磁
器
の
年
代
観
や
、

「慶
長
十
四
年
」
銘
の
陰
刻
の
あ
る
鬼
瓦
が
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、　
三
ハ

世
紀
末
を

一
七
世
紀
と
考
え
て
い
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「
修
福
院
右
志
者
為
正
泉
禅
定
門
忌
也
希
醐
敬
白
　
」

【煮
己

名

□

玲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
十
一企

Ｎ
⇔
〇
×
∞
Φ
×
μ
Ｏ
　
　
Ｏ
∞
解

明
確
な
日
付
け
が
書
か
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
内
容
は
板
碑
な
ど
に
刻
ま
れ

て
い
る
銘
文
と
類
似
し
て
お
り
、
追
善
供
養
を
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
た

だ
供
養
の
具
体
的
な
内
容
が
五
輪
塔
の
造
立
な
の
か
、
何
ら
か
の
法
要
を
営
ん

だ
こ
と
な
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。

以
上
が
調
査
時
で
の
知
見
で
、
今
後
出
土
遺
物
を
整
理
し
て
い
く
過
程
で
、

道
勝
寺
と
の
具
体
的
な
関
係
な
ど
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

（車
原
孝
典
）

長
登
釦
山
跡

（山
口
県
美
祢
郡
美
東
町
）

出
土
の
逃
亡
関
係
木
簡

長
登
銅
山
跡
は
本
誌
第

一
三
号
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
奈
良
時
代
以
来

の
銅
製
錬
跡
で
、
銅
山
経
営
に
関
わ
る
木
簡
も
多
数
出
上
し
て
い
る
。

左
に
紹
介
す
る
の
は
、　
一
九
九
〇
年
度
調
査
で
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
本
簡
研
究

一
三
号
に
は
未
報
告
で
あ
る
。
釈
文
は
次
の
と
お
り
。

私
日
雅
０
略略一す奄
０
∩
Ψ

「大
友
三
百
五
十
五
斤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］〕∞）
×
駕
×
卜
自
Φ

表
の

「逃
」
は
逃
亡
者
の
意
で
、
以
下
、
人
数
が
記
さ
れ
る
。
銅
山
の
下

級
官
人
が
、　
一
定
期
間
の
逃
亡
者
を
文
書
に
清
書
す
る
前
の
メ
モ
で
は
な

い
か
と
い
わ
れ
、
当
時
の
計
算
方
法
が
知
ら
れ
る
点
で
も
貴
重
で
あ
る
。

つ
ま
り

「十
二
」
と

「四
十
八
」
だ
け
が
丸
で
囲
ま
れ
、
そ
の
他
の
数
字

の
右
わ
き
に
は

「
一
」

コ
ご

の
符
号
が
残

っ
て
い
る
の
で
、
計
算
方
法

は
、
四
回
出
て
く
る

「十
二
」
を
ま
ず
か
け
算
で
四
倍
し
て

「
四
十
八
」

を
算
出
し
、
残
り
は
数
字
を
足
し
算
で

「
針
」
を
出
し
た
と
考
え
ら
れ
、

計
八
十
八
人
の
逃
亡
者
が
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

長
登
銅
山
跡
出
上
の
木
簡
は
、
生
産
機
構
の
解
明
が
可
能
な
点
で
、
今

後
の
研
究
の
進
展
が
大
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。




